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第
二
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
中
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
六

号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
五
の
二

非
営
利
特
例
対
象
法
人
で
あ
る
貸
金
業
者
が
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、法
第
六
条
第
一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

法
第
二
十
四
条
の
六
の
二
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

純
資
産
額
が
令
第
三
条
の
二
に
定
め
る
金
額
に
満
た
な
く
な
つ
た
貸
金
業
者
が
引
き
続
き
貸
金
業
を
営
む
場

合
二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
届
出
を
行
つ
た
貸
金
業
者
が
非
営
利
特
例
対
象
法
人
で
な
く
な
つ
た
場
合

又
は
当
該
貸
金
業
者
の
貸
金
業
の
業
務
が
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
欠
く

こ
と
と
な
つ
た
場
合

２

非
営
利
特
例
対
象
法
人
で
あ
る
貸
金
業
者
が
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
五
条
の
四
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
四

条
の
六
の
二
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

当
該
貸
金
業
者
が
非
営
利
特
例
対
象
法
人
で
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
貸
金
業
者
の
貸
金
業
の
業
務
が
第

五
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
こ
と
と
な
つ
た
場
合

二

当
該
貸
金
業
者
が
当
該
登
録
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
以
前
に
第
五
条
の
四
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合

三

当
該
貸
金
業
者
が
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
こ
と
と
な
つ
た
場
合

３

非
営
利
特
例
対
象
法
人
で
あ
る
貸
金
業
者
の
貸
金
業
の
業
務
が
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
す
べ

て
の
要
件
に
該
当
し
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
四
条
の
六
の
二
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

当
該
貸
金
業
者
が
特
定
貸
付
契
約
の
締
結
を
業
と
し
て
行
う
旨
の
決
定
を
し
た
場
合

二

特
定
非
営
利
金
融
法
人
が
特
定
貸
付
契
約
の
締
結
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
中
止
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
場

合
三

特
定
非
営
利
金
融
法
人
が
非
営
利
特
例
対
象
法
人
で
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
貸
金
業
者
の
貸
金
業
の
業

務
が
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
こ
と
と
な
つ
た
場
合

第
二
十
六
条
の
二
十
六
第
四
号
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
第
一
号
」
に
改

め
、
同
条
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
七
号
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
五
第

一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
六
条

の
二
十
五
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
前
条
第
一
項
第
七
号
」を「
第

二
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
前
条
第
一
項
第
八

号
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
前

条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
六
の
二

第
二
十
六
条
の
二
十
五
の
二
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
該
当
し
、
法
第
二
十
四
条
の
六
の
二
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行
う
貸
金
業
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
管
轄
財
務
局
長
又
は
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
十
六
条
の
二
十
五
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合

非
営
利
特
例
対
象
法
人
と
な
つ
た
年
月
日

及
び
貸
付
け
に
関
す
る
今
後
の
事
業
計
画

二

第
二
十
六
条
の
二
十
五
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

非

営
利
特
例
対
象
法
人
で
な
く
な
つ
た
年
月
日
又
は
貸
金
業
の
業
務
が
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

要
件
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
こ
と
と
な
つ
た
年
月
日
及
び
こ
れ
ら
の
理
由

４

第
一
項
第
二
号
の
二
、
次
項
及
び
第
十
条
の
二
十
八
第
一
項
第
一
号
の
「
特
定
費
用
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
費

用
を
い
う
。

一

外
国
に
お
い
て
緊
急
に
必
要
と
な
つ
た
費
用

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
社
会
通
念
上
緊
急
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用

５

特
定
緊
急
貸
付
契
約
に
係
る
特
定
費
用
が
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定

緊
急
貸
付
契
約
に
係
る
金
銭
の
受
渡
し
は
、
外
国
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
二
十
四
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
媒
介
に
係
る
契
約
」
の
下
に
「
又
は

第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
」
を
加
え
、「
五
万
円
以
上
で
あ

り
」
を
「
五
万
円
（
当
該
極
度
方
式
基
本
契
約
が
特
定
緊
急
貸
付
契
約
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
と
す
る
。）を

超
え
」
に
、「
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
」
を
「
十
万
円
（
当
該
極
度
方
式
基
本
契
約
が
特
定
緊
急
貸
付
契
約
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
と
す
る
。）を
超
え
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
の
二
十
八
第
四
項
第
二
号

又
は
」
を
「
第
十
条
の
二
十
五
第
三
項
第
三
号
の
措
置
又
は
第
十
条
の
二
十
八
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
」に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
条
の
二
十
四
の
二

貸
金
業
者
が
特
定
非
営
利
金
融
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
一
条
の
二
の
二
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
付
け
に
係
る

契
約
若
し
く
は
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
借
の
媒
介
に
係
る
契
約
又
は
第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号

か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
条
の
二
の
二
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号

に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
若
し
く
は
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
借
の
媒
介
に
係
る
契
約
、
第

十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
又
は
特
定
貸
付
契
約
」と
す
る
。

第
十
条
の
二
十
五
第
三
項
第
一
号
中
「
十
万
円
未
満
」
を
「
十
万
円
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
」

を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
媒
介
に
係
る
契
約
」
の
下
に
「
又
は
第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま

で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
の
末
日
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
極
度
方
式
基

本
契
約
に
基
づ
く
新
た
な
極
度
方
式
貸
付
け
の
停
止
に
係
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合

イ

元
本
又
は
利
息
の
支
払
の
遅
延

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
合
理
的
な
理
由
（
当
該
措
置
を
講
じ
た
旨
、
そ
の
年
月
日
及
び
当
該
理
由
が

法
第
十
九
条
の
帳
簿
に
第
十
六
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

第
十
条
の
二
十
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
条
の
二
十
五
の
二

貸
金
業
者
が
特
定
非
営
利
金
融
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
一
条
の
二
の
二
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
付
け
に
係
る

契
約
若
し
く
は
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
借
の
媒
介
に
係
る
契
約
又
は
第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号

か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
条
の
二
の
二
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号

に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
若
し
く
は
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
金
銭
の
貸
借
の
媒
介
に
係
る
契
約
、
第

十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
又
は
特
定
貸
付
契
約
」と
す
る
。

第
十
条
の
二
十
六
第
二
項
中「（
同
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
（
同
項
第
一
号
か
ら
第

八
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
も
の
」
を「（
同
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号

に
掲
げ
る
書
面
並
び
に
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
書
面
（
同
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
係
る
も
の

に
限
る
。）」
に
改
め
、「
過
去
三
年
以
内
に
発
行
」
の
下
に「（
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
面
及
び
同

項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
書
面
（
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
法
令
で
定
め
る
期
間
内
に

提
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
提
出
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
」
を
加
え
、「
過
去
五
年
以

内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
」
を
「
過
去
五
年
以
内
に
発
行
が
さ
れ
た
も
の
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
十
七
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
当
該
書
面
等
」
の
下
に
「
又
は
当
該
書
面
等
（
書
面
又
は
そ
の
写
し

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）に
記
載
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
二
十
八
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

個
人
顧
客
が
特
定
費
用
を
支
払
う
た
め
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
目
的
と
し
た
極
度
方
式
基
本
契
約
（
特

定
緊
急
貸
付
契
約
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

イ

当
該
個
人
顧
客
の
返
済
能
力
を
超
え
な
い
極
度
方
式
基
本
契
約
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ

緊
急
個
人
顧
客
合
算
額
が
十
万
円
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

当
該
極
度
方
式
基
本
契
約
に
基
づ
く
極
度
方
式
貸
付
け
の
返
済
期
間
が
三
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
十
条
の
二
十
八
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、同
項
第
五
号
中「
要

件
を
満
た
す
も
の
」
を
「
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
六
号

中
「
要
件
を
満
た
す
も
の
」
を
「
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
二

号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
及
び
第
十
三
条
中
「
金
銭
の
貸
付
け
の
契
約
」
を
「
金
銭
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
」
に
改
め
る
。
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